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各種訓練

毎月１回開催される“環境安全衛生委員会”に併せて、産業医による
職場巡視を実施しています。照度・換気・作業環境・粉塵など専門家の
視点で指摘いただき、改善を図っています。

■産業医職場巡視

㈱中特ホールディングス本社
（ＣＯＩＬ）は不特定多数の方が利
用されるため、「特定防火対象物」
となっており、防火管理者の選任
と消防訓練の実施が義務付けら
れています。
これに伴い、６月13日（金）に消防
訓練を実施し、水消火器の操作
訓練や排煙設備の操作方法およ
び消防署をはじめとする関係各
所への連絡方法の確認等を行い
ました。
今後も社員以外の方の誘導訓練
等、様々な事態を想定した訓練を
実施してまいります。

業務遂行における技術・技能向上
および部門間の連携維持の為の
訓練を適宜実施しています。
2025年6月には、中国特殊㈱構内
に下水管維持管理用訓練施設を
設置しました。

■消防訓練

中特グループでは各社共通又は特定作業における17の緊急事態を
想定し、1回／年以上の緊急事態想定訓練を実施しています。

■緊急事態想定訓練

■技術・技能向上訓練

中特グループでは多種多様な車両を８０台以上保有し、多岐に亘る
業務を日々行っています。街中や狭隘部での運転も多いことから、
使用する車両の特性を把握し、作業現場での事故を防止する為、定期
的に車両誘導訓練を実施しています。
訓練では、誘導員が見るべきポイント、誘導員の立ち位置、声の大きさ
等、細かな部分まで確認し、参加者全員で共有します。

■車両誘導訓練

昨今の地球規模での大規模な地震（津波）の発生や気候変動による
局所的な豪雨での浸水や冠水に備え、中特グループでは様々な避難
訓練のマニュアルを作成し、グループ各社毎に避難訓練を実施して
います。
今年度は「１００㎜/hを超える集中豪雨（線状降水帯）発生時」の対応
フロー」を作成し、災害発生時のレベル命令、役割分担等の動きを明確
にしました。
１回／年の避難訓練により、①身を守る行動、②災害発生時の指定
場所への避難行動、③安否確認、
④災害後の早期復旧に向けた車両
退避等の動きを確認しました。訓練
を繰り返すことにより、いざという
時に速やかに“生命を守る行動”が
とれるようにするため、今後も継続し
てまいります。

■災害発生時の避難訓練

緊急事態特定一覧

■酸素欠乏・硫化水素中毒
■有機溶剤中毒
■苛性ソーダ保管、使用時の漏れ
■硫酸・苛性ソーダ保管、
　使用時の漏れ
■パッカー車両火災
■希塩酸保管、使用時の漏れ
■改質施設での転落、巻き込まれ
■中特ＨＤ本社社屋火災

■地震（津波）、豪雨災害発生
■熱中症
■自家スタンド軽油受入時の漏洩
■自家スタンド給油時の漏洩
■廃棄物の飛散、漏洩
■重機のホース破損、作動油洩れ
■排水異常
■保管汚泥の敷地外への流出
■汚泥（汚水）流出
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周南労働衛生
コンサルタント事務所

医学博士
労働衛生コンサルタント（保健衛生）
代表　山本真二

第三者意見

　
私
は
、
2
0
2
1
年
2
月
よ
り
中
特
グ
ル
ー
プ

の
嘱
託
産
業
医
（
以
後
産
業
医
）
を
務
め
て
お
り

ま
す
。
産
業
医
と
は
事
業
所
で
働
く
従
業
員
の
健

康
の
保
持
増
進
と
快
適
な
職
場
環
境
の
形
成
を
目

的
に
活
動
し
て
い
る
産
業
保
健
の
専
門
家（
医
師
）

で
す
。
月
1
回
事
業
所
を
訪
問
し
、
職
場
巡
視
、

安
全
衛
生
委
員
会
へ
の
出
席
、
従
業
員
の
健
康
診

断
結
果
を
チ
ェ
ッ
ク
し
就
業
上
の
措
置
の
記
載
、

高
ス
ト
レ
ス
者
か
ら
の
申
出
に
よ
る
面
接
、
健
康

に
関
す
る
相
談
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は

産
業
保
健
の
専
門
家
の
立
場
と
し
て
意
見
を
述
べ

ま
す
。
な
お
、
こ
の
原
稿
依
頼
を
受
け
て
、
改
め

て
C
S
R（
C
o
r
p
o
r
a
t
e 

S
o
c
i
a
l 

R
e
s
p
o
n
s
i
b
i
l
i
t
y
：
企
業
の
社
会

的
責
任
）
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。
厚
生
労
働

省
の
資
料
で
は
「
企
業
活
動
に
お
い
て
、
社
会
的

公
正
や
環
境
な
ど
へ
の
配
慮
を
組
み
込
み
、
従
業

員
、
投
資
家
、
地
域
社
会
な
ど
の
利
害
関
係
者
に

対
し
て
責
任
あ
る
行
動
を
と
る
と
と
も
に
、
説
明

責
任
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
を
求
め
る
考
え
方
」

と
あ
り
ま
す
。
産
業
保
健
は
事
業
所
で
働
く
従
業

員
の
健
康
の
保
持
増
進
に
加
え
快
適
な
職
場
環
境

（
長
時
間
労
働
が
無
く
、
い
き
い
き
と
働
く
こ
と

が
で
き
る
）
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
広
義
で
は

C
S
R
活
動
の
中
に
産
業
保
健
が
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
と
言
っ
て
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
中
特
グ
ル
ー
プ
が
年
1
回
発
行
し
て
い
る

「
T
h
i
n
k 

o
f 

N
e
x
t
」
と
表
題
し
た

3
0
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
C
S
R
報
告
書
を
拝
見
し

て
、
ま
ず
中
特
グ
ル
ー
プ
の
C
S
R
活
動
へ
の
熱

意
が
感
じ
と
れ
ま
す
。
次
に
C
S
R
報
告
書

（
V
o
l
.
1
2 

2
0
2
4
）
の
内
容
で
す
。
巻

頭
は
新
し
く
な
っ
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
始
ま
り
企
業

理
念
や
各
社
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
7
つ
の
中
核
課
題
が

目
次
と
と
も
に
す
っ
き
り
配
置
さ
れ
て
お
り
、
全

体
像
が
掴
み
や
す
い
と
感
じ
ま
す
。
特
集
（
座

談
会
）、
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
次
い
で
N
E
X
T 

1
0 

T
a
r
g
e
t
s
で
は
私
の
専
門
で
あ
る
産
業

保
健
に
関
す
る
テ
ー
マ
（
具
体
的
に
は
働
き
方
、

健
康
増
進
活
動
の
推
進
、
社
員
幸
福
度
な
ど
）

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
社
員
幸
福

度
の
中
で
仕
事
満
足
度
は
7
0
％
の
人
が
満
足
・

ま
あ
満
足
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
逆
に
3
0
％
の

人
は
や
や
不
満
足・不
満
足
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

快
適
な
職
場
環
境
の
形
成
と
い
っ
た
視
点
か
ら
は

ま
だ
ま
だ
改
善
の
余
地
が
あ
り
そ
う
で
す
。環
境
、

地
域
社
会
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
、
社
員
に
関
す

る
内
容
も
豊
富
で
あ
り
、
よ
く
出
来
た
C
S
R

報
告
書
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
こ
こ
か
ら
私
の
提
言
を
申
し
上
げ
ま

す
。
冒
頭
に
産
業
保
健
の
目
的
を
書
き
ま
し
た

が
、
そ
の
趣
旨
に
沿
っ
た
内
容
が
新
た
に
加
わ
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
①
健
康
の
保

持
増
進
に
関
し
て
、
例
え
ば
健
康
診
断
の
結
果
を

集
計
し
て
従
業
員
の
健
康
度
の
見
え
る
化
、②
ス

ト
レ
ス
チ
ェッ
ク
結
果
お
よ
び
集
団
分
析
結
果
の

見
え
る
化
な
ど
で
す
。
従
業
員
の
心
身
の
健
康
が

企
業
経
営
の
ベ
ー
ス
で
あ
る
こ
と
か
ら
現
在
の
中

特
グ
ル
ー
プ
の
心
身
の
健
康
度
の
見
え
る
化
に

よ
っ
て
、一人一人
が
自
分
の
健
康
度
に
向
き
合
い

自
発
的
に
健
康
度
を
上
げ
る
取
組
や
行
動
を
起

こ
す
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、
近
年
は
長

時
間
労
働
に
よ
る
脳
・
心
臓
疾
患
を
発
症
す
る

労
働
者
に
加
え
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
に
よ

る
精
神
疾
患
の
発
症
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
精

神
障
害
と
し
て
労
災
認
定
さ
れ
た
事
案
で
、
も
っ

と
も
多
か
っ
た
の
は
「
上
司
等
か
ら
、
身
体
的
攻

撃
、
精
神
的
攻
撃
等
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を

受
け
た
」
で
し
た
。
加
え
て
「
顧
客
や
取
引
先
、

施
設
利
用
者
等
か
ら
著
し
い
迷
惑
行
為
を
受
け

た
」
い
わ
ゆ
る
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
も
増

加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
従
業
員
を
取
巻
く

環
境
の
変
化
に
対
し
て
毎
年
内
容
の
異
な
る
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
研
修
、
相
談
し
や
す
い
相
談
窓
口
の
設

置
や
ス
ト
レ
ス
チ
ェッ
ク
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
へ
の
気

づ
き
を
促
す
こ
と
な
ど
が
と
て
も
大
切
で
す
。
最

後
に
健
康
経
営
認
定
企
業
と
し
て
、一人一人
が
健

康
意
識
を
さ
ら
に
高
め
、
仲
間
を
大
切
に
し
、
い

き
い
き
と
働
け
る
職
場
を
目
指
し
て
今
後
と
も
成

長
し
続
け
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

第三者意見を受けて

ご多忙にも拘わらず、ご意見を賜りましてありがとうございます。
山本先生には、安全衛生委員会や職場巡視を通じて、グループ全体の快適な職場環境づくりに欠かせない
「正しい知識と情報」をご教示いただき、深く感謝申し上げます。　
ご指摘いただきました心身の健康度の見える化につきましては、ご指導のもと鋭意取り組んでまいります。
これにより、社員一人ひとりがいきいきと働ける職場の実現を目指してまいります。　
今後ともご指導のほどよろしくお願いいたします。

ＣＳＲ推進室　岩﨑 達美
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公正な事業と組織運営のために

経営執行組織図

S S 会 議 役 員 会 議

ワクワク会 議 部 長 会 議

チャレンジ会議 目標進捗会議

設　立
代表者
資本金
社　員
事業内容

未来創造部

総務管理部

C S 営 業 部

購 買 部

C S R 推 進 室

平成24年4月
橋本ふくみ
3,000万円
24名
中特グループ各社の経営
企画・総務・営業・環境
安全に関する業務

エコ事業部
■eクリーングループ
■HOSグループ
■マネジメントグループ

■SBグループ

SB戦略室

中国特殊㈱

㈱中特ホールディングス

昭和41年2月

吉本龍太郎

2,000万円

33名

一般廃棄物収集運搬業
産業廃棄物収集運搬業
下水道維持管理業、建設業
解体業、浄化槽保守点検業

環境事業部
■スマイルグループ
■マネジメントグループ

㈱吉本興業 昭和41年2月

吉本妙子

1,000万円

22名

一般廃棄物収集運搬業
産業廃棄物収集運搬業

代表者

設　立

資本金

社　員

事業内容

代表者

設　立

資本金

社　員

事業内容

代表者

設　立

資本金

社　員

事業内容

㈱藤井興業 平成5年4月

大山　隆

1,000万円

5名

一般廃棄物収集運搬業
産業廃棄物収集運搬業
貯水槽清掃業、
浄化槽保守点検業

リサイクル事業部
■リサイクルグループ
■再資源化グループ
■マネジメントグループ

㈱リライフ 平成元年2月

橋本ふくみ

9,500万円

26名

産業廃棄物収集運搬業
産業廃棄物処分業、
リサイクル事業

宇部営業所

㈱ポータル
ハートサービス

平成30年8月

篠田直美

1,000万円

14名

遺品整理事業・各種片付けエコライフチーム

環境安全衛生委員会

品質管理委員会

改善提案委員会

代表者

設　立

資本金

社　員

事業内容

代表者

設　立

資本金

社　員

事業内容



［宇部営業所］
〒755-0045 山口県宇部市則貞2-11-1-208

アンケートは
こちらから




